


 

山口高等中学校全景（明治２０年頃） 

左は校舎配置図 

明治という新しい時代の訪れとともに、国の政策も大きく変わっていった。 

明治５年には、わが国で最初の近代学校教育制度に関する法令「学制」が発布

され、全ての国民に教育を行うという国の方針が示された。 

 

山口県では、郷土の教育を復興せんと、毛利元徳を中心に防長教育会が創設

され、これを基盤として県の教育界は発展していく。 

防長教育会やそれに関わる者たちの熱意は、やがて山口県独自の進学体系の

確立へとつながった。 

 

転変する時代の中で、山口県の教育は徐々にその形をあらわしつつあった。 
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